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従来の弾性固定方式橋梁（地震時水平反力分散橋
梁）に使用されているゴム支承は、鉛直反力と地
震時の水平変位の機能を一支承に機能を集中させ
ております。そのため複数の設計条件を満足させ
るため、支承の寸法が増加する傾向にあります。
支承の機能を鉛直反力支持用支承と水平ばね支承
に分離することにより、複雑化した機能集約型支
承の設計を単純化し、機能を明確化することによ
り、支承のポテンシャルを向上させることができ
ます。また、支承が劣化して機能を損失した場合、
この損失した部分だけを交換することが可能で、
ライフサイクルコストの低減が期待できます。弊
社では、先に開発した摩擦減衰型免震装置の支承
構造を応用し、地震時水平反力分散橋梁、免震橋
梁に適合した機能分離型支承システムをご提案し
ております。

弊社の機能分離支承は、鉛直支承に滑り支承を使用し、支承の滑り摩擦減衰を考慮することにより、道示に示される免

震橋梁へ適用することが可能になります。

複数のデバイスで機能を充実させる支承システム

機能分離型支承の特長

◆免震橋梁への適用

鉛直支承・水平ばね支承を分割することにより、
支承構造・設計が簡素化されます。
鉛直支承・水平ばね支承に分割することにより、
支承寸法が減少しコスト縮減が可能です。
鉛直支承の摩擦減衰を考慮することにより、免震
橋梁への適用が可能です。
鉛直支承は剛性の高いポットベアリングを使用し
ていますので、鉛直方向の変位がありません。
支承の交換を前提とした設計となっていますので、
ライフサイクルコストの縮減が可能です。



機能分離支承システムは、鉛直反力を支持、桁の回転を吸
収、変位に追随する機能を有する滑り型鉛直支承と下部構
造へ地震時慣性力を伝達させる水平ばね支承で構成されて
います。鉛直支承部には、鉛直反力の支持、桁の回転吸収、
変位追随機能を有するポットベアリング（密閉ゴム支承板
支承）または、滑りゴム支承を使用しています。また、水
平支承部には上部構造地震時慣性力を弾性固定方式で下部
構造へ伝達する積層ゴム支承を水平に設置しております。
水平に積層ゴム支承を設置することにより、全ての方向へ
地震時慣性力が分散し、曲線桁などへの適用が可能となり
ます。

機能分離型支承の構造

一般橋梁に使用します

積層ゴム支承を使用した水平ばね支承

連結桁等、鉛直弾性支持が必要な橋梁に使用します
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T e l . 0 4 8 ( 2 5 9 ) 1 1 1 3
T e l . 0 2 9 6 ( 2 1 ) 2 2 0 0
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F a x . 0 6 ( 6 3 7 5 ) 2 9 8 5


